
授業 

科目 
生命倫理 ２単位 選択 講義 １学年後期 

担当 

教員 
教授 桜井ますみ 

授
業
の
概
要 

1. 命の成り立ちを学び、生きる命の重みを尊ぶ。 

2. 子どもの命が脅かされている現状を広く概観し、子どもの命を守るための方策を考える。 

3. 人生、愛、死を通して人生観、死生観、倫理観について考察する。 

 

 

到達目標 

学習成果Ⅰ 学習成果Ⅱ 学習成果Ⅲ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

① 「こころ」と「生命」について知識と関心を高め、「子どもの命を守る」保育者とし

ての素養を高める。 
〇  ◎   〇    

② 道徳観、倫理観、こころのありかについて考察できる。 〇  ◎   〇    

③ 家族愛、夫婦愛、子どもの病気等を題材に生命に対する尊厳と倫理観について考察

できる。 
〇  ◎   〇    

凡例 ◎：学習成果Ⅰ～Ⅲを獲得するために特に重要な目標、〇：学習成果Ⅰ～Ⅲを獲得するために重要な目標 査定項目①～⑨はⅳページ参照 

 主        題 準備学習 本時の学習内容と到達目標 復   習 

１ 

オリエンテーション 

命のいとなみについて 
シラバスに目を通しておく 

授業の進め方および評価の方法を理解する 

自分のルーツについて知っていることを表現しよう。 

ノート、教科書、参考図書等の確

認 

２ 

赤ちゃん成長の不思議な

道のり 

赤ちゃんの行動的特徴につい

て調べる 

人間の一生の中で潜在能力がもっとも高いのは生後８

ケ月から１歳前後だという。幼児の豊かな身体と心を育

てるためのヒントを探る。 

本時の内容を整理する 

３ 脳が世界をつくる 脳のはたらきについて調べる 

心が存在する脳内の情報伝達および記憶の生理的しく

みを理解する。良い経験の記憶の積み重ねが道徳観、倫

理観の育成に重要なことを理解する。 

本時の内容を整理する 

４ 医療行為と子育て（１） 神経系発達について調べる 
視聴覚教材を鑑賞し、そこで紹介される事項の是非につ

いて考える。 
本時の内容を整理する 

５ 医療行為と子育て（２） 脂肪の消化について調べる 
視聴覚教材を鑑賞し、そこで紹介される事項の是非につ

いて考える。 
本時の内容を整理する 

６ がんと告知 がんについて調べる 
がんの告知は、患者にとってどのような影響があるのか

を様々な方向から考察する。 
本時の内容を整理する 

７ 母子医療 
出産から育児までの医療につ

いて調べる 

視聴覚教材を題材に、母子が健康に生活するための医療

を考える。 
本時の内容を整理する 

８ 典子は今 
サリドマイド薬害について調

べておく 

サリドマイド被害者の生き方について学び、問題につい

て倫理的に考察する。 
本時の内容を整理する 

９ 安楽死は許されるのか 
テキストの該当箇所を読んで

おく 

患者に死を選択する権利はあるのだろうか。医療と安楽

死について、患者と家族や医療者の立場社など多方面化

から考察を試みる。 

本時の内容を整理する 



１０ 終末期医療と安楽死 
テキストの該当箇所を読んで

おく 

日本における安楽死の事例をあげてその是非について

考察する。 

本時の内容を整理する 

 

１１ 

短い命を刻む少女生殖補

助医療 

テキストの対象個所に目を通

しておく 

プロジェリアについて調べる 

子どものいない夫婦にとって生殖補助医療は欠かせな

いものとなっている。しかし、生殖補助医療技術の進展

とともに出現した新たな倫理的問題を考える１０倍の

速度で老化が進行するプロジェリアに罹患した少女の

記録を通して、生きることの意味を考える。 

本時の内容を整理する 

１２ 生命倫理の課題 
テキストの該当箇所を読んで

テーマを決める。 

生殖補助医療、脳死、中絶、小児がんなどの問題を整理

し、資料を提示し論点を明らかにする。 
本時の内容を整理する 

１３ 生命倫理の課題 話し合う方法を決めておく 学生が決めたテーマを出し、話し合う。 本時の内容を整理する 

１４ 生命倫理の課題 話し合う方法を決めておく 学生が決めたテーマを出し、話し合う。 本時の内容を整理する 

１５ 

子どもの命 

ノート、プリントの確認 

ノートおよび授業で配布した

資料の有無を確認する 

子どもの生活記録から、今を生きることがいかに大切か

を認識するとともに、保育者として子どもの命を守るこ

との大切さを認識する。 

 

全体の内容を振り返る 

 

成績 

評価 
受講態度（２０％） 発表 レポート+ノート（２０％） 期末試験（６０％） 合計 １００％ で評価する。 

教 員

か ら

の コ

メ ン

ト 

生命とはなにか、こころの存在、愛の存在とそこに関わる脳内の神経伝達物質やホルモンの作用、病気で死にゆく人と周囲の人びととの関係性、がんと告知、

などをとりあげて生命の本質と倫理についていっしょに考えてみたいと思います。保育者は子どもと直接関わる職業です。日常業務のなかで子どもの命を慈

しみ、守る仕事だということを踏まえ、真剣に取り組んでもらいたいと思います。なお、テキストの表題が「マンガで学ぶ・・・」となっていますが、本書

は生命倫理の研究者が初心者にもわかり易いようにとの配慮でマンガを用いたものであり、内容的にはとても高度な内容となっています。各人の興味でテー

マを選び、資料を作り発表します。学生数の関係でシラバスの授業が変更になります。 

教 科

書 

書 名 マンガで学ぶ生命倫理: わたしたちに課せられた「いのち」の

宿題 

著 者 児玉 聡 

発行所 化学同人 

推薦 

図書 

書名 生物と生命倫理の基本ノート 

著者 西川いづみ 

発行所 金芳堂 

 

 

 

 


